
事業名：医科歯科連携の包括的な健康づくり実現に向けた口腔ケアの現状把握と促進に関する共同事業
代表組合名：神戸製鋼所健康保険組合 参加組合数：15組合

背景 歯科疾患を予防・管理することは、全身疾患の予防の観点からも重要である。歯周病は、歯周組織に起こる慢性の炎症性疾患で生活習慣病の一
つとされており、糖尿病や動脈硬化など様々な全身疾患との関連が近年注目されている。歯周病患者の割合は20歳代から増加し、50歳代の半分以上と
推計されている。健保組合においては、歯科医療費は年々上昇を続けており、主な健康課題の一つである。健保組合の多くは保健事業として歯科健診を
提供しているものの、エビデンスに基づいた保健事業として実施できている健保組合はほとんどないのが現状である。口腔ケアの現状把握と促進を健康
づくりの一環として捉え、医科歯科連携の包括的な健康づくりを健保組合の日常業務として実現する必要がある。

目的 本事業は、健保組合加入者の口腔ケアの現状について、定期的な歯科受診と歯周疾患治療の状況を把握したうえで、適切な口腔ケア促進に向け
た介入を実現するための枠組みと汎用化システムを構築することが目的である。さらに、医科歯科連携の包括的な健康づくり事業を実現するための、医科
歯科連携分析システム構築と汎用化、試験運用も本事業の目的である。

事業実施項目
（１）歯科レセプトを用いた口腔ケアの現状把握に関するアルゴリズム開発
（２）歯科レセプトを用いた歯科定期受診・歯周疾患治療の現状把握と課題抽出、勧
奨手法の検討

（３）歯科分析システム（仮称）の開発と試験運用、工程表作成
（４）医科歯科連携分析システム（仮称）の開発と試験運用、工程表作成

実施体制
本事業は、事業運営委員会を組織して実施する。委員会事務局は代表組合とする
➢健保組合：口腔ケアの現状把握に必要なデータ取得について検討し、アルゴリズ
ム開発のサポート、工程表の作成、試験運用と評価を行う

➢研究機関：口腔ケアの現状に関するアルゴリズム開発とシステム開発のサポート、
事業の全体アドバイスを行う

➢システム開発会社：汎用的な歯科分析、医科歯科連携分析システムを開発する
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事業評価と報告書作成

事業スケジュール

事業評価指標
➢アウトプット指標：口腔ケアの現状把握のためのアルゴリズム開発、口腔ケアの
現状把握と促進のための標準的プロセスの構築と阻害要因の抽出、歯科分析
システム・医科歯科分析システムの開発と試験運用、工程表作成

➢短期アウトカム指標：開発したシステムの運用、工程表完成、歯科事業評価
➢中長期アウトカム指標：歯科定期受診率の増加、歯周疾患の治療中患者の増
加、歯科医療費の削減、健康づくりの促進

本事業の特徴
✓ 歯科レセプトを用いた歯科定期受診や歯周治療など歯科受療行動の把握と介
入を目的としたアルゴリズム開発と試験運用を実施したうえで、汎用性の高い歯
科分析システムを構築することで、効果的な口腔ケアの促進に貢献する。

✓ 歯科分析システムと特定健診や医科レセプトなどと組み合わせた医科歯科連携
分析システムを構築し、医科歯科連携の包括的な健康づくりに向けた現状把握
と分析枠組みの構築を試行する。

期待される成果
✓ 健保組合では困難であった歯科受療行動の把握が容易に可能となり、歯周病を
中心とした口腔ケア関連の健康課題の是正と保険者機能の強化に寄与できる。

✓ 口腔ケアの把握と促進に関する標準的で汎用性の高いプロセス構築により、コ
ンソーシアム参加組合のみならず、幅広い健保組合で導入が見込まれる。

✓ 健保組合における包括的な医科歯科連携の健康づくりが可能であり、保険者機
能の強化につながるうえ、歯周疾患の早期発見・早期治療を実現することで、口
腔ケア関連の健康課題を是正し、健康経営の実現に貢献する。

口腔ケアに関する保険者の課題
➢ 歯科医療費は年々増加を続けており、歯周病患者も潜在的に増加しているもの
のその実態は明らかではなく、実態把握と医療費適正化が急務である。

➢ 健保組合の多くで歯科健診など歯科関連の保健事業を実施しているが、歯科に
関する専門的知識を有している健保組合はほとんどなく、加入者の口腔ケアの
現状と課題について明確に把握できているわけではない。

➢ 医科歯科連携の包括的な健康づくりを実現できている健保組合はほとんどない。



医科歯科連携の包括的な健康づくり実現に向けた
口腔ケアの現状把握と促進に関する共同事業

（１）歯科レセプトを用いた口腔ケアの現状把握に関するアルゴリズム開発
➢歯科レセプトを用いて、歯科定期受診の状況を把握し、定期受診を行なっていな
い介入対象者を抽出するためのアルゴリズムを開発する。

➢歯科疾患のうち歯周疾患に着目し、歯周疾患の検査あるいは治療の実態を把
握するアルゴリズムを開発する。歯周疾患の検査及び治療の推定は、歯科レセ
プトの診療行為コード及び傷病名などから抽出アルゴリズムを構築する。

➢歯科定期受診や歯周疾患と全身疾患や生活習慣との関連の把握を可能とし、
歯科疾患が健保組合の事業に与える影響について分析可能なアルゴリズムを
開発する。

（２）歯科レセプトを用いた歯科定期受診・歯周疾患治療の現状把握と課題抽
出、勧奨手法の検討
➢本事業で開発したアルゴリズムを用いて、歯科定期受診と歯周疾患治療の実態
把握の試験運用を、コンソーシアム参加健保において実施する。

➢ コンソーシアム参加の健保組合間での課題の違いを整理し、汎用的なアルゴリ
ズムの完成に向けた改良を行う。

➢歯科定期受診と歯周疾患の治療に向けた適切な歯科受診の実現に向けて、歯
科受診勧奨に向けた方法について検討を行う。勧奨手法の検討にあたり、地域
の歯科医師会などとの連携についても検討を実施する。

（３）歯科分析システム（仮称）の開発と試験運用、工程表作成
➢歯科レセプトを用いた歯科定期受診や歯周治療の状況を把握する目的で、汎用
性のある歯科分析システム（仮称）を構築する。構築したシステムをコンソーシア
ム内で試験運用し、評価・改良する。

➢歯科分析システムの利用とシステムを用いた受診勧奨を日常業務で実施するた
めの工程表を作成する。

（４）医科歯科連携分析システム（仮称）の開発と試験運用、工程表作成
➢歯科分析システムと歯科健診、特定健診、医科レセプト、がん検診精度管理シ
ステムなど様々なエビデンスを統合した汎用性のある医科歯科連携分析システ
ム（仮称）を構築し、本システムを用いた分析と歯科受診勧奨を日常業務で実施
するための工程表を作成する。

➢医科歯科の連携による包括的な健康づくりの手法や、歯周疾患と全身疾患の関
連についての分析手法を検討する。

➢歯科事業の評価手法について検討する。
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歯科診療行為コード 歯科診療行為名称

304000610 歯周基本検査（２０歯以上）

304000910 歯周精密検査（２０歯以上）

309004810 歯周基本治療（スケーリング（３分の１顎につき））

309005310 歯周基本治療（歯周ポケット掻爬（１歯につき）（前歯））

309005710 歯周病安定期治療（２０歯以上）

309019810 歯周病重症化予防治療（２０歯以上）

310011610 歯周外科手術（歯周ポケット掻爬術）
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